文献表
平成19年8月9日
タイタニック
『タイタニックがわかる本』高島健　成山堂書店
★     タイタニックについて、詳しく文献に当たっているようである。詳細な引用箇所の指摘はないが、客観的な書き方を心がけている。
『タイタニックは沈められた』ロビン・ガーディナー/ダン・ヴァンダー・ヴァット　集英社
★     題名はセンセーショナルだが、内容は資料に忠実に従いつつ、自らの解釈を披露している。ただ邦訳は、注や書誌を割愛している。
『なぜタイタニックは沈められたのか』ロビン・ガーディナー　集英社
★     『タイタニックは沈められた』の続編。姉妹船オリンピック号とのつながりの論証を加える。救命ボートで脱出時の様子を資料から再現している。
『SOSタイタニック号』ジャック・ウィノカー編　恒文社
★     タイタニックから生還した人々4人の手記
『不沈　タイタニック　悲劇までの全記録』ダニエル・アレン・バトラー　実業之日本社
★詳細な記録、読みやすい
『船舶安全学概論（改定増補版）』船舶安全学研究会　成山堂書店(2003)

★第5章にタイタニック号の遭難とSOLAS条約の項がある。
『タイタニック　ジェームズ・キャメロンの世界』ポーラ・パリージ　ソニー・マガジンズ(1998)

★映画タイタニックの構想と撮影、第4章にタイタニックの歴史を含む
『タイタニックから戦艦大和へ』江野夏平　工作舎
★     タイタニックについては余りページが割かれていない。興味深い写真が添えられている。テレビ朝日の特番、戦艦大和の引き上げの背景と様子を書いている。
『タイタニック号の最後』ウォルター・ロード　筑摩書房（1998）
ボパール
『ボパール午前零時五分』上、下　ドミニク・ラピエール/ハビエル・モロ　河出書房新社
★     物語のような書き方をしている。インドでの生活を理解させるために何人かの人間を取り上げている。ただし、資料が綿密だということが書評でも言われている。
『ボパール死の都市』ボパール事件を監視する会・編　技術と人間(1986)

★     「資料・ユニオン・カーバイド社事故調査チーム報告書」なども含めて、幾つかの資料の翻訳が含まれている。
『七つの巨大事故』ミッチェル　創芸出版
『反応暴走』ジョン・バートン＆リチャード・ロジャース編著　化学工業日報社(2002)

『沈黙の春』レイチェル・カーソン　新潮文庫
『第2版　化学工業概論』広岡正明編著　丸善株式会社(1996)

『化学工場の安全管理総覧』労働省安全衛生部安全課監修　中央労働災害防止協会(1992)

Trevor Kletz “Learning from Accidents” 3rd.ed.  Gulf Professional Publishing (2001)

“Safeware” Nancy G. Leveson Addison-Wesley(1995)

サリドマイド
『裁かれる医薬産業―サリドマイド―』H.シェストレーム/R.ニルソン　岩波書店
★     少し古い（1973年邦訳刊行）が、内容は詳細である。そのため、少し読みにくい。
『人生は意図を超えて』野依良治　朝日選書672

★     ノーベル賞をもらった野依良治は、サリドマイド事件にも触発されて光学的異性体の研究をした。
『サリドマイド物語』柏森良二　医師薬出版株式会社
★     『裁かれる医薬産業』を踏まえて分かりやすく書いている部分と、「悪魔の薬」から「福音の薬」へという、その後の展開も述べている。
『神と悪魔の薬サリドマイド』トレント・ステフェン/ロック・ブリンナー　日経BP社
★     ハンセン病やエイズに対する薬効を後半の中心にしている。
『不思議の薬　サリドマイドの話』鳩飼きい子　潮出版社
★     日本でのサリドマイド問題を当事者の目から描いている。
『社会薬学』遠藤浩良、奥田潤、中村健編集　南江堂(2003)

『薬を知りたい』中島祥吉　丸善(2001)

『薬の倫理』天野宏　南山堂(1998)

『薬害はなぜなくならないか』浜六郎　日本評論社(1996)

『サリドマイド裁判』4巻　全国サリドマイド訴訟統一原告団　サリドマイド訴訟弁護団編　総合図書(1976)

コメット
『ブラック・ボックス』ニコラス・フェイス　原書房
『墜落』第2巻　加藤寛一朗　講談社
『飛行機物語』鈴木真二　中公新書(2003)

★第8章にコメットの開発と事故について述べている。
タコマ橋
『誰がタコマを落としたか』川田忠樹　建設図書
『橋のはなしⅠ』吉田巌編　田中淳之分担　技報堂出版（1985）
『吊橋の文化史』川田忠樹　技報堂出版(1981)

『建物が壊れる理由』マッシス・レヴィ/マリオ・サルバドリー　建築技術(1995)

『構造の世界』J. E. ゴードン　丸善株式会社(1991)

『世界の橋』David J. Brown 丸善株式会社(2001)

『世界最大橋に挑む』古屋信明　NTT出版(1995)

『人はだれでもエンジニア』ヘンリー・ペトロスキ　鹿島出版会(1988)

『塔と橋』D. P. ビリントン　鹿島出版会(2001)

『技術屋の心眼』E. S. ファーガソン　平凡社(1995)

『橋はなぜ落ちたのか』ヘンリー・ペトロスキー　朝日新聞社(2001)

飛行機事故
『事故調査』柳田邦男　新潮文庫
『ブラック･ボックス』ニコラス・フェイス　原書房
『飛行機物語』鈴木真二　中公新書(2003)

『墜落事故』デイヴィッド・オーウェン　原書房(2003)

『墜落　第2巻新システムの悪夢』加藤寛一郎　講談社(2001)

★『墜落』は10巻シリーズで様々な飛行機事故を分類して記述している。
『失敗のシステム』V.ビグネル/J.フォーチュン　東洋経済新報社(1985)

『「信じられないミス」はなぜ起こる』黒田勲　中災防新書
『死角　巨大事故の現場』柳田邦男　新潮社（1985）
『日本の航空機事故90年』大内健二　成山堂書店（2003）
鉄道事故
『鉄道事故の再発防止を求めて』安部誠治監修　日本経済評論社
雑誌『運輸と経済』
ロケット（チャレンジャーなど）
『巨大システムの安全性』近藤次郎　講談社ブルーバックス(1986)

『国産ロケットはなぜ墜ちるのか』松浦晋也　日経BP社(2004)
『日本の衛星はなぜ落ちるのか』中冨信夫　光文社(2004)

『H-Ⅱロケット上昇』松浦晋也　日経BP

『ロケット開発「失敗の条件」』五代富文・中野不二男　ベスト新書
『日本宇宙開発物語』齋藤成文　三田出版会
『衝撃のスペースシャトル事故調査報告　NASAは組織文化を変えられるか』澤岡昭　中災防新書018
医療事故
『医療事故』山内桂子・山内隆久　朝日新聞社(2000)
『医療事故』Charles Vincent, Maeve Ennis, Robert J. Audley ナカニシヤ出版(1998)
『医療過誤対策』ポール・C・ワイラー等著　青木書店(2001)

『人は誰でも間違える』米国医療の質委員会/医学研究所　日本評論社(2000)

『医療の質』米国医療の質委員会/医学研究所　日本評論社(2002)

『医師責任訴訟の構造』稲垣喬　有斐閣(2002)

『医療事故がとまらない』毎日新聞医療問題取材班　集英社新書(2003)

 
みずほシステムトラブル
『システム障害はなぜ起きたか』日経コンピュータ編　日経BP社
『動かないコンピュータ』日経コンピュータ編　日経BP社(2002)
『2000年問題の危機管理』那野比古　PHP研究所(1999)
『人月の神話』フレデリック・P・ブルックス, Jr.　アジソンウェスレイ(1996)
『SEの持つべき「思想」』秋月昭彦　瓜生聖　すばる舎(2003)
『システムリスクに挑む』先端リスク研究会著　(社)金融財政事情研究会(2003)

雑誌『日経コンピュータ』
雑誌『情報処理』
山陽新幹線トンネル崩落
『鉄道土木構造物の耐久性』仁杉巌監修　山海堂
『コンクリートが危ない』小林一輔　岩波新書(1999)

『新幹線が危ない！』安部誠治　世界書院（2000）
『コンクリートの歴史』田村浩一・近藤時夫　山海堂
『鉄道とメンテナンス』山之内秀一郎編　交通新聞社（2000）
雑誌『メインテナンス』
原発
『原発のどこが危険か』桜井淳　朝日選書
『内部告発　元チェルノブイリ原発技師は語る』メドベージェフ　技術と人間(1990)
『チェルノブイリの遺産』メドヴェジェフ　みすず書房(1992)
『チェルノブイリ事故による放射能災害』今中哲二編　技術と人間(1998)
『原子力発電の諸問題』日本物理学会編　東海大学出版会（1988）
J. G. Collier, G. F. Hewitt『原子力エネルギーの選択』コロナ社（1992）
中尾ハジメ『スリーマイル島』野草社（1981）
『恐怖の2時間18分』柳田邦男　文春文庫（1986）
『JCO事故後の原子力世論』岡本浩一・宮本聡介編　ナカニシヤ出版(2004)

『原発国民世論』柴田鐵治・友清裕昭　REC出版(1999)

『科学報道』柴田鉄治　朝日新聞社
『七つの巨大事故』J.K.ミッチェル　創芸出版
『原子力安全白書』
『原子力と共存できるか』小出裕章、足立明　かもがわ出版（1997）

『原発事故はどうおこるか』リチャード・ウェブ　高木仁三郎訳
雪印
『検証・『雪印』崩壊』北海道新聞取材班　講談社文庫
『食品製造業者のためのPL法』農林水産省食品流通局経済課監修　大成出版社
『ブランドはなぜ墜ちたか』産経新聞取材班　角川書店
自動車事故
『米国第3次不法行為法リステイトメント　製造物責任法』アメリカ法律協会編　木鐸社(2001)
『どんなスピードでも自動車は危険だ』ラルフ・ネイダー　ダイヤモンド社(1969)
『法に潜む経済イデオロギー』R.P.マーロイ　木鐸社
『企業と製造物責任』日科技連PL編集委員会編　日科技連（1991）
『自動車の安全技術』岡克己・東出隼機編集幹事　朝倉書店(1996)

『自動車の発達史』上下　荒井久治　山海堂(1995)
『自動車事故の科学』　林洋　大河出版（1994）
『ジュリスト』No.432(1969)9月1日号「欠陥車」特集
『自動車の欠陥による事故』交通法研究第31号　有斐閣
『クルマ安全学のすすめ』清水和夫　NHKブックス
『訴訟社会』ジェスロ・K・リーバーマン　保険毎日新聞社（1993）
『米国の巨額PL訴訟を解剖する』杉野文俊　商事法務(2004)

『リコール・マネジメント』ハワード・アボット　有斐閣（1994）
『新・現代損害賠償法講座』全8巻　日本評論社
『ジュリスト増刊総合特集　交通事故―実態と法理』（1977）有斐閣
雑誌『交通心理学研究』
Mark Dowie, “Pinto Madness,” Mother Jones, September-October 1977

貿易センタービル
『フォールアウト』ファン・ゴンザレス　岩波書店(2003)

『世界貿易センタービル』アンガス・K・ギレスピー　KKベストセラーズ(2002)

『失敗に学ぶものづくり』畑村洋太郎編　講談社(2003)

研究者倫理（特許）
『怒りのブレイクスルー』中村修二　集英社
『真相・中村裁判』中村修二・升永英俊　日経BP社
『科学者をめざす君たちへ』米国科学アカデミー編　化学同人
『プロパテント・ウォーズ』上山明博　文芸春秋
耐震偽装

『月に響く笛　耐震偽装』藤田東吾　imaru（完全版として、講談社から現在は出版）（2006）

★話題のイーホームズの社長の自費出版、「内部告発」した者に対する、マスコミや政治家の力を書く

『耐震偽装』細野透　日本経済新聞社（2006）

★建築基準法、構造計算、確認検査などの実情を述べる

『「欠陥」住宅はなぜつくられるのか』河合敏男　岩波ブックレット（2006）
★法律家の観点

『耐震偽装の政府責任』辻山幸宣編　公人社（2006）

★「建物の安全の制度設計」を考察

『耐震強度偽装問題　ワルの本丸を暴く！』宮崎学　ぶんか社（2006）

★建設業界の利権構造
雑誌、『建築知識』『日経アーキテクチュア』2006年前後で特集記事
一般的問題
『事故は語る1998-2003』D&M日経メカニカル編集　日経BP社(2003)

★三菱リコール隠し、コンコルド、地下鉄日比谷線、貿易センタービル、東電トラブル隠しなど
「ミニ特集　事故に学ぶ材料の安全学」　『まてりあ』第38巻第9号（1999）
「テーマ　失敗･トラブルに学ぶ」　『日本機械学会誌』Vol.103 No.980 （2000.7）
特集「技術／技術者倫理」『日本機械学会誌』Vol.105,No.1001 (2002.4)

「特集『失敗学』入門」『TRIGGER　2001/05』
『続々・実際の設計』畑村洋太郎　日刊工業出版社
『技術者倫理と法工学』清水克彦　共立出版株式会社（2003）
『ひとはだれでもエンジニア』ペトロスキ　鹿島出版会
『巨大システムの安全性』近藤次郎　ブルー・バックス
『安全工学』
『危険は予測できるか？』J.V.ロドリックス　化学同人
『組織事故』ジェームズ・リーズン　日科技連
特集「ヒューマンエラーからのリカバリ」『オペレーションズ・リサーチ』Vol.45,No.11(2000)

ミニ特集「安全計装/安全の管理」『計測と制御』第38巻8号（1999.8）
『技術倫理１』ウィットベック　みすず書房
『〈ものづくり〉と複雑系』齊藤了文　講談社選書メチエ（1998）
『はじめての工学倫理』齊藤了文・坂下浩司編著　昭和堂（2001）
『設計の方法』畑村洋太郎　岩波講座現代工学の基礎
★     設計について、基本的な考え方が示されている。
『組織の心理学』田尾雅夫　有斐閣ブックス
『クルマ安全学のすすめ』清水和夫　NHKブックス
『失敗に学ぶものづくり』畑村洋太郎編　講談社(2003)

★     様々の事故が取り上げられている。第1章は、濱岡原発、第2章は、広島新交通システム、綾瀬川橋脚、日比谷線、第3章はワールド・トレード・センター、といったものである。
 

